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【 インフォメーション 】       

会瀬小学校運動会の 

      お知らせ 

５月２５日（土） 
開始午前８時５０分予定 

（雨天順延） 

＊花火による実施合図はありません。 

 敬老種目・地域種目があります。 

【問い合わせ】 

会瀬小学校 ℡３５-６５２８ 

会瀬学区 HP  http://www.net1.jway.ne.jp/com-ose06/ 

 

４
月
12
日
（
土
）
に
会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
関
係 

来
賓
者
を
迎
え
約
100
名
参
加
の
も
と
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
で
は
、
長
年
学
区
の
会
長
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い

ま
し
た
柴
田 

和
彦
氏
が
退
任
さ
れ
事
務
局
長
の
須
田 

育
愼
氏

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た 

推
進
会
主
催
の
主
な
事
業
予
定 

５
月
26
日
（
日
）
学
区
内
一
斉
清
掃 

６
月
8
日
（
土
）
地
域
防
災
訓
練 

７
月
15
日
（
月
）
海
岸
一
斉
清
掃 

 

７
月
20
日
～
8
月
20
日 

健
康
増
進 

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
瀬
青
少
年
の
家 

９
月
14
日
（
土
）
三
世
代
敬
老
の
集
い 

会
瀬
小
学
校
と
共
催 

 

10
月
20
日
（
日
）
お
お
せ
秋
ま
つ
り 

１
月
15
日
（
水
）
浜
の
焚
き
あ
げ
祭 

年
間
事
業
【
継
続
事
業
】 

・
青
少
年
育
成
事
業 

（
お
お
せ
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
他
） 

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
地
域
健
康
づ
く
り 

・
生
活
道
路
の
安
全
促
進 

・
不
法
投
棄
監
視
活
動 

・
生
涯
学
習
（
和
太
鼓
支
援
活
動
他
） 

募
金
活
動 

・
日
本
赤
十
字
募
金
（
５
月
） 

・
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
金
（
７
月
） 

・
共
同
募
金
（
10
月
） 

・
歳
末
助
け
合
い
募
金
（
12
月
） 

あ
い
さ
つ
で
築
く
人
の
和 

地
域
の
和
、
活
動
の
輪 

発行責任者：須田 育愼 

編集責任者：皆川 直司 

電話：会瀬交流センター 

0294-25-1577 

印刷：大成印刷㈱ 

第２２８号 

柴田会長あいさつ 

【 

編
集
後
記 

】 

・
平
成
の
31
年
間
、
日
本
で
は
戦
争
が
な

か
っ
た
。
「
令
和
」
の
時
代
も
平
和
で
あ

る
こ
と
を
切
に
願
い
た
い
の
は
万
人
共

通
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

・「
令
」
に
は
、
意
味
と
し
て
、
よ
い
（
善
）

が
あ
り
ま
す
。
中
学
校
で
の
社
会
科
で
は

律
令
制
度
か
ら
「
り
ょ
う
」
（
き
ま
り
）

で
覚
え
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う 

・
平
成
年
間
の
大
部
分
を
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
を
目
指
し
て
自
治
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
前
会
長
柴
田
和
彦
氏
が
退
任
し

ま
し
た
。
長
い
間
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。 

 

 

交流センターをご利用の際は 

駐車スペースが少ないため会瀬 

海浜多目的広場駐車場 

（会瀬漁港入口）に駐車してください。 

【会瀬交流センター運営委員会】 
 

 

電
話
は
留
守
番
設
定
し
て 

相
手
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！ 



（３）                                 会瀬学区コミュニティ推進会                                               （２）                                   会瀬学区コミュニティ推進会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会
瀬
旧
述 

そ
の
二 

会
瀬
浦
の
磯
と
岬 

舟
入
川
河
口
か
ら
東
に
約
100
ｍ
先
の
岩
は
、
七
夕

磯
の
入
り
口
の
意
味
か
ら
「
大
門
崎
」（
お
お
も
ん
ざ

き
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
大
門
崎
の
左
に
海
底
が
平

ら
な
畳
磯
が
あ
り
、
そ
の
先
に
そ
そ
り
立
っ
た
大
き

な
岩
が
あ
る
。
鵜
が
休
息
す
る
岩
か
ら
鵜
島
（
う
し

ま
）
と
い
わ
れ
た
。
鵜
島
の
先
は
「
し
ま
」
と
い
わ

れ
る
磯
が
扇
状
に
広
が
り
、
先
端
の
大
き
な
二
つ
の

岩
が
夫
婦
石
で
あ
る
。 

 

会
瀬
浦
を
囲
ん
で
い
る
北
側
の
岬
は
伊
勢
崎
（
い

せ
ざ
き
）
で
あ
り
、
磯
と
伊
勢
崎
に
囲
ま
れ
た
入
り

江
が
中
江
（
な
か
え
）
で
あ
る
。
伊
勢
崎
の
先
端
の

小
高
い
所
に
「
津
の
明
神
」
の
社
が
あ
り
、
周
囲
に

は
、
松
の
老
木
が
あ
り
、
幹
も
枝
も
地
面
を
這
う
よ

う
に
し
て
海
に
突
き
出
し
て
い
る
。
社
の
上
方
の
丘

か
ら
は
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
眼
下
に
会
瀬
浦
や
七
夕

磯
を
一
望
で
き
、
は
る
か
南
に
は
磯
崎
の
岬
ま
で
見

え
る
。
左
側
の
下
方
に
は
初
崎
の
磯
が
列
状
に
沖
に

向
か
い
、
波
間
に
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。 

伊
勢
崎
の
北
側
の
砂
浜
の
先
に
屏
風
（
び
ょ
う
ぶ
）

の
よ
う
な
岸
壁
の
岬
が
あ
る
。
釣
見
崎
（
つ
り
み
ざ

き
）
で
あ
る
。
岬
の
南
側
岸
壁
に
あ
る
滝
は
雨
が
降

る
よ
う
な
の
で
「
雨
降
り
滝
」
と
い
い
、
釣
見
崎
の

北
側
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
「
清
水
滝
」
と
併

せ
て
「
夫
婦
滝
」
と
い
う
。
夫
婦
の
由
来
は
、
清
水

川
は
南
に
流
れ
雨
降
り
滝
か
ら
の
雨
降
川
と
合
流
し

海
へ
と
流
れ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
砂
浜
が
い
か
に

変
わ
ろ
う
と
も
二
つ
の
川
が
必
ず
合
流
す
る
こ
と
か

ら
「
夫
婦
滝
」
と
い
わ
れ
た
。 

附
記 

・
大
門
は
城
郭
や
遊
郭
の
正
門
の
意
味
で
あ
る
が
、
子
ど
も
達

の
水
遊
び
の
場
所
で
あ
り
、
七
夕
磯
の
入
り
口
な
の
で
大
門
と

名
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
70
代
後
半
の
昔
の
若
者

に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
「
お
お
も
ん
ざ
き
」
で
あ
ろ
う
。
鵜
島

の
呼
び
名
が
い
つ
の
ま
に
か「
た
こ
島
」に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

・
伊
勢
崎
の
中
腹
に
あ
っ
た
「
津
神
社
」
は
現
在
地
に
移
転
し

た
の
は
近
年
で
あ
る
。伊
勢
崎
の
呼
び
名
は
頂
上
に
存
在
す
る

「
天
道
塚
」
か
ら
の
「
て
ん
と
つ
か
」
が
会
話
で
は
使
わ
れ
た
。 

・
釣
見
崎
は
1950
年
代
ま
で
は
立
派
な
岬
で
あ
っ
た
が
、
風
化

か
ら
岬
の
半
分
が
崩
れ
去
っ
て
し
ま
い
昔
の
面
影
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。岬
の
中
央
下
部
に
波
の
浸
食
に
よ
っ
て
生
じ
た

窪
み
（
牛
の
岩
屋
）
は
残
存
し
て
い
る
。 

・
夫
婦
滝
の
伝
説
は
昭
和
20
年
代
後
半
ま
で
実
際
に
見
る
こ

と
が
で
き
た
。川
が
流
れ
る
砂
浜
で
日
曜
日
ご
と
に
野
球
を
し

て
い
た
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
二
つ
の
川
が
一
つ
の
流
れ
に
な

る
不
思
議
を
目
の
当
た
り
に
し
た
記
憶
が
あ
る
の
は
事
実
で

あ
る
。
江
戸
時
代
一
寒
村
で
あ
っ
た
こ
の
地
の
、
小
さ
な
二
つ

の
川
の
砂
浜
で
の
不
思
議
を
誰
が
観
察
し
て
い
た
の
か
そ
れ

も
不
思
議
で
あ
る
。 

 

ふ
る
さ
と
会
瀬
か
ら 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会 

会
長 

須
田 

育
愼 

 

会
瀬
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
会
長
と
会

瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
皆
様
の
協
力
に
よ
り
事

務
局
長
及
び
事
務
長
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

会
瀬
学
区
内
関
係
者
役
員
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
敬
称
略
】 

退
任
の
ご
挨
拶 

前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
会
長 

 

柴
田
和
彦 

こ
の
た
び
、
平
成
３１
年
度
学
区
総
会
を
契
機
に
本

会
会
長
職
を
退
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
６
年
４
月
以
降
、
２４
年
に
亘
り
微
力
な
が
ら

地
域
の
活
性
化
や
環
境
美
化
等
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
日
々
の
活
動
で
き
た
の
も
役
員
の
方
々
、
地
域
の

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
ご
援
助
の
お
蔭
と
衷
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
後
任
の
会
長
に
は
、
須
田
育

愼
氏
が
就
任
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の

ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会 

 
 
 
 
  

事
務
局
長 

和
地 

朝
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

こ
の
度
、
会
瀬
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
事
務

局
長
を
努
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
６
年
間
、
会
瀬
学
区
福
祉
協
議
会
に
て
、
事
務
局

の
補
助
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
学
区
の
皆
様
の
ご
指
導
を
頂
き
な

が
ら
、
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
た
め
に
、
微
力

な
が
ら
一
生
懸
命
努
め
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
任
・
役
員
紹
介 

 
 
 
 

【
敬
称
略
】 

 

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会 

 

常
任
副
会
長 

関 

幸
夫 

学
区
社
会
福
祉
協
議
会 

副
会
長 

小
室 

裕
二 

福
祉
区
連
絡
員 

２
丁
目 

藤
田 

昌
弘 

サ
ロ
ン
虹
代
表 

  

皆
川 

悠
美
子 

民
生
・
児
童
委
員 

会
瀬
２
丁
目 

倉
品 

三
郎
（
平
成
３０
年
１２
月
～
） 

「
神
峰
神
社
大
祭
禮
」 

と
「
会
瀬
ま
つ
り
」
晴
天
の
中
開
催 

5
月
3
日
4
日
に
新
し
い
年
号
（
令
和
）
の
は
じ
め

て
の
お
祭
り
会
瀬
・
宮
田
・
助
川
の
総
鎮
守
で
あ
る
神

峰
神
社
の
大
祭
禮
が
7
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
瀬
も
、
さ
さ
ら
、
役
馬
な
ど
御
神
幸
渡
御
に
協
賛
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
会
瀬
鹿
島
神
社
春
季
大
祭
3

日
（
会
瀬
ま
つ
り
）
さ
さ
ら
、
供
馬
、
子
ど
も
神
輿
、

山
車
の
行
列
が
た
く
さ
ん
の
見
守
り
の
中
会
瀬
学
区
内

を
巡
行
し
ま
し
た
。
会
瀬
ま
つ
り
は
、
実
行
委
員
会
を

中
心
に
各
種
団
体
の
協
力
の
中
200
人
を
超
え
る
隊
列
が

学
区
内
各
所
で
、
さ
さ
ら
舞
、
子
ど
も
神
輿
、
会
瀬
浜

太
鼓
の
お
囃
子
も
に
ぎ
や
か
に
巡
行
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
広
い
視
点
で
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ニ
ュ
テ

イ
事
業
及
び
福
祉
活
動
を
展
開
し
、
各
種
団
体
・
組
織

関
係
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
動

の
拠
点
に
、
人
の
和
と
活
動
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

・
役
馬
（
菅
原
壮
太
５
年
）・
大
獅
子
（
鈴
木
竣
斗
中
１
） 

・
中
獅
子
（
関
勇
海
６
年
）・
雌
獅
子
（
山
口
友
希
６
年
）・

し
ゃ
ぐ
ま
大
獅
子
（
関
萌
愛
美
２
年
）
中
獅
子
（
助
川 

紫
音
２
年
）
雌
獅
子
（
鈴
木
凛
２
年
）
の
皆
さ
ん 

伊勢崎と津神社（大正期） 

釣見崎と雨降川（大正期） 


